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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年５月１日 至 平成26年10月31日）におけるわが国経済は、政府主導の

経済政策の効果により緩やかな回復基調で推移したものの、消費税増税前の駆け込み需要の反動や急激な円安など

により、先行きは不透明な状況になっております。

このような状況の下、当社グループでは、足元の体質強化を第一に、原価低減や効率重視の費用支出などの取り

組みを続けてまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は6,372百万円（前年同四半期比13.7％減）、経常利益は31

百万円（前年同四半期は221百万円の損失）、四半期純利益は17百万円（前年同四半期は140百万円の損失）となりま

した。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 通販部門

通販部門では、テレビによる通信販売業者を経由した個人顧客への販売、カタログ通販会社向けの販売、インタ

ーネット専売業者向けの販売を行っております。

ショッピング専門チャンネル向け、地上波通販会社向け、カタログ通販会社向けのいずれも堅調な売上となり、

売上高は2,842百万円（前年同四半期比0.1％増）、セグメント利益は974百万円（前年同四半期比1.2％増）となりま

した。

② 店販部門

店販部門では、家電量販店、大手百貨店、バラエティショップ等への販売を行っております。

当第２四半期連結累計期間では、大手家電量販店向け卸売事業において直接取引への切り替えが順調に進み、店

舗数も拡大してきたことから、売上高は1,528百万円（前年同四半期比27.4％増）、セグメント利益は372百万円（前

年同四半期比28.8％増）となりました。

③ 直販部門

直販部門では、インフォマーシャルや雑誌、新聞、Web等を用いた個人顧客への販売を行っております。

当第２四半期連結累計期間では、インフォマーシャルや各種媒体広告について、売上に対する効率を重視して支

出する方針を継続しており、売上高は1,778百万円（前年同四半期比44.6％減）、セグメント利益は11百万円（前年

同四半期比92.9％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べ420百万円減少し、9,901百万円となりま

した。現金及び預金の増加310百万円、受取手形及び売掛金の減少475百万円、商品及び製品の減少248百万円が主な

要因であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ333百万円減少し、3,355百万円となりました。未払金の増加113百万円、未払法

人税等の減少158百万円、長期借入金の減少192百万円が主な要因であります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ86百万円減少し、6,545百万円となりました。四半期純利益の計上17百万円及

び剰余金の配当105百万円による利益剰余金の減少87百万円が主な要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第３四半期以降につきましては、利益を重視した販売施策を継続するとともに、市場のニーズに合った新製品・

新商品の開発やヤーマンブランドの浸透にも力を入れてまいります。

なお、平成26年４月期決算発表時（平成26年６月13日）に公表した業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

当第２四半期連結累計期間

(自 平成26年５月１日 至 平成26年10月31日)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて

計算しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,454,078 3,764,401

受取手形及び売掛金 1,792,590 1,316,803

有価証券 50,129 50,143

商品及び製品 3,224,434 2,976,041

仕掛品 33,688 44,598

原材料及び貯蔵品 239,140 240,925

その他 586,431 593,049

貸倒引当金 △3,217 △4,712

流動資産合計 9,377,276 8,981,251

固定資産

有形固定資産 531,927 532,822

無形固定資産 262,862 244,745

投資その他の資産 149,156 142,369

固定資産合計 943,946 919,938

資産合計 10,321,222 9,901,189

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,170,524 1,166,052

1年内返済予定の長期借入金 423,365 385,371

未払金 578,967 692,204

未払法人税等 184,569 25,874

賞与引当金 30,500 23,950

返品調整引当金 126,129 95,848

その他 123,720 108,304

流動負債合計 2,637,776 2,497,605

固定負債

長期借入金 1,034,882 842,196

その他 17,313 16,186

固定負債合計 1,052,195 858,383

負債合計 3,689,972 3,355,989

純資産の部

株主資本

資本金 1,813,796 1,813,796

資本剰余金 1,313,795 1,313,795

利益剰余金 3,501,236 3,413,897

自己株式 △140 △140

株主資本合計 6,628,687 6,541,348

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,563 3,851

その他の包括利益累計額合計 2,563 3,851

純資産合計 6,631,250 6,545,200

負債純資産合計 10,321,222 9,901,189
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
　至 平成25年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年５月１日
　至 平成26年10月31日)

売上高 7,380,107 6,372,491

売上原価 2,937,283 2,864,504

売上総利益 4,442,824 3,507,987

返品調整引当金戻入額 183,054 126,129

返品調整引当金繰入額 106,242 95,848

差引売上総利益 4,519,636 3,538,268

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 2,484,487 1,424,839

貸倒引当金繰入額 － 1,495

給料及び手当 310,459 297,281

賞与引当金繰入額 28,100 23,950

減価償却費 52,067 49,243

研究開発費 41,653 45,780

その他 1,848,188 1,608,236

販売費及び一般管理費合計 4,764,957 3,450,825

営業利益又は営業損失（△） △245,321 87,442

営業外収益

受取利息 303 333

受取配当金 123 129

為替差益 28,725 －

貸倒引当金戻入額 3,373 －

その他 10,419 5,488

営業外収益合計 42,945 5,952

営業外費用

支払利息 15,534 10,706

支払保証料 934 660

為替差損 － 44,938

その他 2,410 6,075

営業外費用合計 18,879 62,380

経常利益又は経常損失（△） △221,254 31,014

特別損失

固定資産除却損 1,886 569

特別損失合計 1,886 569

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

△223,141 30,444

法人税等 △82,299 12,757

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

△140,841 17,686

四半期純利益又は四半期純損失（△） △140,841 17,686
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
　至 平成25年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年５月１日
　至 平成26年10月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

△140,841 17,686

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 456 1,287

繰延ヘッジ損益 △24,018 －

その他の包括利益合計 △23,561 1,287

四半期包括利益 △164,402 18,974

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △164,402 18,974

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

前第２四半期連結累計期間（自 平成25年５月１日 至 平成25年10月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

通販部門 店販部門 直販部門 計

売上高

外部顧客への
売上高

2,839,481 1,199,408 3,210,594 7,249,484 130,622 7,380,107 － 7,380,107

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － 121,757 121,757 △121,757 －

計 2,839,481 1,199,408 3,210,594 7,249,484 252,380 7,501,864 △121,757 7,380,107

セグメント利益 962,821 288,913 159,006 1,410,741 16,070 1,426,812 △1,672,133 △245,321

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,672,133千円には、セグメント間取引消去18,600千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,690,733千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販

売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

当第２四半期連結累計期間（自 平成26年５月１日 至 平成26年10月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

通販部門 店販部門 直販部門 計

売上高

外部顧客への
売上高

2,842,253 1,528,612 1,778,888 6,149,754 222,737 6,372,491 － 6,372,491

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － 101,065 101,065 △101,065 －

計 2,842,253 1,528,612 1,778,888 6,149,754 323,802 6,473,556 △101,065 6,372,491

セグメント利益 974,752 372,003 11,305 1,358,061 85,776 1,443,838 △1,356,395 87,442

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、先端電子部門、海外戦略部門等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,356,395千円には、セグメント間取引消去18,600千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△1,374,995千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販

売費及び一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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